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北海道とは思えないほど蒸し暑かった8月も終わり、最近は朝晩に肌寒さを感じるほど過ご

しやすくなってきました。夏休み明け、子どもたちは変わらず元気に登校し、たくさんの笑顔

で挨拶してくれました。

今年度から前後期制になり、前期の期末テストも無事に終わりました。子どもたちは夏休み

の学習の成果を存分に発揮してくれたことでしょう。「テスト」は昔と大きく変わっていない

ように見えますが、各教科の授業や総合的な学習の学び方は大きく変わり始めています。時代

とともに、子どもたちが身に付けるべき力が変化するのは当然のことです。

遠い昔、戦国時代の武士にとって、「剣術」は生きていくために必須の教養でした。子ども

たちは厳しい鍛錬のもと、その技を身につけていきました。戦乱が収まった江戸時代には、寺

子屋で「読み書きそろばん」を学ぶことが、町人として生きていくための基盤となりました。

戦後の昭和時代は、高度経済成長を支えるために、多くの知識と技術を正確に身につけるこ

とが求められました。「受験戦争」という言葉に象徴されるように、一律一斉の詰め込み学習

がピークに達した時代です。難しい課題に直面したとき、少しでも早く解決するために、より

多くの知識を暗記している人が重宝されました。素早く正確な計算能力が求められ、多くの経

験から的確な判断を下すベテランが尊敬されました。単純作業を繰り返す根気強さも必要とさ

れました。

その後、平成の時代には、「生きる力」の育成や「個性の尊重」へと教育方針が大きく転換

しました。しかし、「ゆとり教育」への転換は学力低下の懸念を生むなど、平成の時代はまさ

に試行錯誤の連続でした。

そして令和の時代を迎え、現在は人工知能（AI）が急速に進化しています。スマートフォン

で「ChatGPT」を活用している人も多いでしょう。学校の授業でもAIの活用が始まり、海外

では人間のように動き、自律的に学習するロボットも実用化されています。「人型アンドロイ

ドが一家に一台」「自動車は完全自動運転」という時代がすぐそこまで来ています。

そんな時代に子どもたちに必要となる力は、「問題や課題を自ら見つけ出す力」、「AIをうま

く活用して解決する力」、そして「人種や文化を越えてあらゆる人と協力する力」です。学校

の授業は、まさにこうした力を育むものでなければなりません。

しかし、どんなにAIを使いこなしても、他人の痛みに共感できない人は孤立してしまいます。

どれほど成功を収めても、感謝の気持ちを持てない人は幸せを感じられません。そして、どれ

ほど自由な時代になっても、自分を律する道徳心がなければ、社会の調和を保つことはできま

せん。そういった観点で一中生を見ていると、心からホッとします。

今後も、私たち教職員だけでなく、ご家庭や地域社会の皆様とともに、未来を担う子どもた

ちの成長を支えていきたいと願っています。
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氏名 種 目 結 果 氏名 種 目 結 果氏名 種 目 結 果 氏名 種 目 結 果

小澤 琉聖 男子走高跳 決勝進出 及川 真央 女子100m 準決勝進出

福森 壮一郎 男子110mH 準決勝進出 及川 真央 女子200m 決勝TR進出

福森 壮一郎 男四種競技 ７位

男4×100mR【高松歩夢、福森壮一郎、脇坂冠杜、小澤琉聖】準決勝進出
※表内敬称略

氏名 種 目 順位 氏名 種 目 順位氏名 種 目 順位 氏名 種 目 順位

加藤 勇心 男子3000m 1位 伊藤 結羽 2年女子100m 1位

福森 壮一郎 男子110mH 1位 伊藤 結羽 女子走高跳 1位

福森 壮一郎 男子400m 1位 鈴木 莉央 女子800m 1位

森下 レイラ 1年女子100m 2位 鈴木 莉央 女子1500m 2位

森下 レイラ 女子走幅跳 3位

７月３０日（水）より、表記大会が開催されました。１年

生の成田優真君が出場し、初戦で室蘭代表の３年生と対戦し

ました。結果は惜しくも初戦敗退となりましたが、３年生相

手にも大きな差はなく、健闘を見せました。今後の成長と活

躍が大いに期待されます。

北海道卓球選手権大会（釧路8/30~）
１年生の齊藤梨人君が表記大会（カデットの部）に出場

しました。初戦敗退しましたが、この経験が必ず今後の試

合や学校生活に活かされます。活躍を期待しています。

後志卓球選手権大会（余市8/１６）
3年生栄村陽貴君が表記大会に出場し、ベスト16位に

入賞し、10月に室蘭で行われる北海道卓球選手権大会（ジ

ュニアの部）の出場権を獲得しました。

7月22日（火）より室蘭市で開催された全道大会に、本校か

ら10名の生徒が出場しました。それぞれの種目で、これまでの

努力の成果を発揮し、堂々とした姿を見せてくれました。入賞

者および準決勝進出以上の成績を収めた生徒をご紹介します。

8月19日（火）、後志新人陸上大会が札幌円山陸上競技場で

開催されました。3位までの入賞者を紹介いたします。※表内敬称略

○

令和７年 ９月の行事予定表
日 曜 行 事日 曜 行 事 給 食 部 活給 食 部 活

１ 月 全校朝会 一斉専門委員会 ○ ○

２ 火 １日防災学校 ○ ○

３ 水 水泳授業（１年） ○ ○

４ 木 閉校式用校歌MV撮影 ○ ×

５ 金 水泳授業（３年） 給食費口座振替日（再） ○ ○

６ 土
7 日 後P連研究大会・子育て研修会（喜茂別）
８ 月 ○ ×

９ 火 特別支援合同学習会 ○ ×

１０ 水 学力テスト総合A（３年） ○ ○

生徒会役員選挙

１１ 木 ○ ×

１２ 金 水泳授業（2年） ○ ○

１３ 土
１４ 日
１５ 月 敬老の日

１６ 火 保護者面談① ○ ○

１７ 水 保護者面談② ○ ○

１８ 木 食育教室（1・2年） 岩高体験入学 ○ ×

19 金 保護者面談③ ○ ○

２0 土
２１ 日
２２ 月 保護者面談④ 食育教室（3年） ○ ○

２３ 火 秋分の日

２４ 水 保護者面談⑤ 職場体験（2年：給食無し） ○ ○

25 木 保護者面談⑥ 職場体験（2年：給食無し） ○ ×

２６ 金 保護者面談⑦ ○ ○

２７ 土
２８ 日
２９ 月 ○ ○

３０ 火 一中祭特別日課① 給食費口座振替日 ○ ○

※各部大会等の日程は記載しておりません。

【１０月の主な行事予定】

10月 3日（金）認証式、前期終業式、英語検定

10月 8日（水）学力テスト総合B（３年生）

10月 11日（土）一中祭

10月 15日（水）全校朝会、一斉専門委員会

10月 16日（木）英検IBA実施（全学年）

10月 18日（土）吹奏楽部合同演奏会

10月 29日（水）中文連音楽祭（岩内町文化センター）

10月 31日（金）岩内町公開実践発表会（2時間授業）

8月5日（火）、札幌コンサートホールKitaraにて開催された

「第70回札幌地区吹奏楽コンクール・中学校C編成の部」に、

本校吹奏楽部が岩内第二中学校と合同で出場しました。

結果は見事金賞を受賞。本校としても、岩内第一中学校開校

以来、初めての金賞という快挙となりました。この素晴らしい

成果は、生徒たちが日々の厳しい練習に真剣に取り組み、仲間

とともに音楽をつくり上げてきた努力の賜物です。また、保護

者の皆様や地域の皆様からの温かいご支援、ご声援にも深く感

謝申し上げます。

これからも生徒たちの挑戦と成長を応援してまいります。引

き続きご支援のほど、よろしくお願いいたします。

金賞受賞!!

【男子：初戦敗退、女子：優勝】
８月23日（土）から小樽市で開催された表記大会で、本校

女子チームが優勝し、10月の道央ブロック大会出場が決定し

ました。暑さの中でも集中力を保ち、練習の成果を発揮した生

徒たちの今後が楽しみです。

【男子】1回戦 44 VS 78 小樽菁園中

【女子】1回戦 41 VS 34 倶知安中

準決勝 53 VS 38 小樽菁園中・北陵中

決 勝 59 VS 25 小樽望洋台中

全日本軟式野球後志予選会（京極8/30~）準優勝
【初 戦 勝ち ６ VS ２ 南地区合同チーム】※ニセコ・寿都・黒松内・蘭越

【決勝戦 負け ２ VS ９ 余市ブルータス】※５回コールド負


